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昨年から義務づけられたメタボ診
断ですが，皆様の判定結果はいかが
だったでしょうか？ 私もご多分に
洩れず…ということで，週末に近所
で自転車こぎをはじめてみました。
我が家は江戸川流域にあるため，近
所と言うにはかなり遠大ですが延長
約 60 km の川の両岸につくられた
サイクリングロードをよく使わせて
もらっています。
江戸川は関宿水門で利根川から分

流し，茨城・千葉・埼玉・東京の 1
都 3県を縫う大きな川で，私は純然
たる自然河川だと思っていたのです
が，実は江戸時代（1600 年代）に
上流部を開削して流路を変えた人工
水路とのこと。また中流部には「利
根運河」というものもありますが，
こちらは東北地方や北関東からの物
資を，海の難所である房総半島沖を
通らず，利根川と江戸川をバイパス
させて運ぶために 19 世紀末に開削
された運河だそうです（完成直後に
鉄道が開通し，運河としての役割は
短命に終わったそうですが）。
江戸川や利根運河を含めた利根川

水系を一つの河川と見なすならば，
それらに囲まれた千葉県野田市は利
根川に浮かぶ巨大な島だ，といった
趣旨の書物も近所の図書館で発見し
たことがありますが，その野田市や
お隣の流山市は古くから醤油やみり
んの産地となっています。

このように江戸時代に開削された
人工水路であり，また現代の大規模
な堤防にも囲まれた江戸川ですが，
実際に自転車で走ってみると，歴史
や，たくさんの緑に彩られたちょっ
とした「大自然」すら感じさせられ
るなかなか気持ちのいい流域となっ
ています。
さて，地元のうんちくを長々と書

き連ねて恐縮でしたが，今月号は「建
設施工の環境対策」特集ということ
で，環境に関する行政情報や，環境
に配慮した施工・技術，環境を改善・
改良する技術，環境をモニタリング
する技術などについて報文をご執筆
いただくとともに，神戸大学大学院
教授道奥先生には「自然共生型流域
圏の構築による社会資本の再整備」
と題する巻頭言をご執筆いただきま
した。
我が国は水だけは豊富にあるもの

と思っていましたが，道奥先生によ
れば実は現人口の半分を養うのが精
一杯の水資源量であるとのこと。自
然環境容量とのバランスを考え，自
然環境と同化したインフラ整備が必
要ということで，けっして後ろ向きで
はない，新たな時代の社会資本再整備
に建設技術者の一員として参画して
いければとの思いを強くしました。
最後になりましたが，年度初めの

お忙しい時期にもかかわらずご執筆
いただいた方々には深く感謝申し上
げます。
 （泉・宮路）
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7 月号「都市環境の整備向上」予告
・エコまちづくり事業による都市環境対策の推進
・「環境舗装東京プロジェクト」の取組み
・都市生態系に配慮した環境計画技術
・視覚障害者誘導技術（ブロックボイス）
・首都高速道路の緑地創出の取組み─高架橋桁側面緑化とパーキングエリア壁面緑化の設計施工─
・地球に優しい舗装システム─完全付着型コンクリートオーバーレイ工法─
・給水機能付き緑化ブロック舗装システムの開発─打ち水グラスパークとその開発経緯─
・大気を浄化する機能を持つ光触媒舗装「フォトロード工法」
・都市部におけるアンダーパス急速施工（URUP工法）
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